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処方箋における薬剤種類数の年齢階級別の割合

年齢階級が進むにつれ、処方箋における薬剤の種類が増加する傾向に
ある。

出典）社会医療診療行為別調査（平成１７年６月審査分）
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薬の飲み残し・飲み忘れ

高齢者の薬の飲み残し（入院外）
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処方されている薬の種類

無回答

ない

たまにある

よくある

※平成17年「高齢者と薬」全国老人クラブ連合会女性委員会モニター調査

高齢者の場合、処方されている薬の種類数が多いほど、薬の飲み残し・
飲み忘れのケースが目立つ。

第４回特別部会 林・岩月先生提出資料


